
最終沈殿池性能向上技術「日立傾斜板ユニット」

概要

最終沈殿池の固液分離性能を高めることで、3W処理＊や固液分離の能力増強に貢献します。

＊ 雨天時活性汚泥処理法

課題

１．最終沈殿池の固液分離の性能が不足

２．既存施設を継続使用するため、短期間での設置が必要

３．3W処理を行う場合、最終沈殿池の負担が増大

特長

１. 既存施設に傾斜板ユニットを付加することで、能力増強

２. 装置をユニットとすることで、短期間で設置が可能

３. 自動洗浄（昇降式）とすることで、3W処理等の最終沈殿池の負荷増大に対しても傾斜板への汚泥

　　堆積を抑制

(当社比)

（大阪市十八条下水処理場での適用事例）
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